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高等言語教育研究所に「CALL/ICT部門」が設立されて本年度は 4年目に入ったが、本学の












は H205 教室の PC 全台にフリーダウンロードの音声分析ソフト Audacity をインストールし、自
主制作音声教材の活用を可能にした。 
① G202教室（旧 LL30人教室）：PC29台（Win.7）と簡易型 CALL“Wingnet”（コンピュー
タウィング社製）の整備（平成 23年度末改修了）。 
② G205教室（旧 LL30人教室）：PC29台（Win.7）と簡易型CALL“Wingnet” ［同上］ 
③ H205教室（旧 LL50人教室）：PC50台（Win.7）と PC@LL（内田洋行製 CALL）の整備
（平成 18年度改修及び平成 22年度末再改修了）。   Audacityのインストール完了 
④ H204教室（旧 LL50人教室）：PC50台（Win.7）と PC@LL（内田洋行製 CALL）の整備
（平成 21年度末改修了）。 








研究員の Edgar Pope教授からの推薦で、吉田かよ子教授（北星学園大学短期大学部）が ICT
教育を専門教育において実践した Cultural Diversity in the U.S.: Regions, Ethnicity and 
Music－On Demand Lecture Series Offered Online to English Majors を報告発表した。












と も 均衡を量 り な が ら 、 学生自主学習を支援す る事業展開が求め ら れ る 。 
(1) 場所：H205（CALL）教室。 
(2) 目的：CALLを利用して語学試験（TOEFL / TOEIC / IELTS等）受験のために学生が
自主的に学習することを支援する。 
(3) 日程：2012年 6月 6，13，20，27日；7月 4，11，18日［前期］／10月 17，24，31日；11
月 7，14，21，28日；12月 5，12，19日；2013年 1月 9日［後期］ 
(4) 実施時間帯（13:00～16:00）の管理・運営・支援のため SAが常駐する。 


















「情報と教育」（岡部洋一学長[東京大学名誉教授] 2012.12.1）では、OER（Open Educational 
Resources [公開教材]）が拡張しつつある世界的潮流について報告がなされたが、ICT 教育及
び異言語教育を考えるうえで極めて有益であった。このことは、旧来の教室環境で利用する閉鎖
型 CALL から、学生が on demand で自由に活用できる開放型 CALL への移行――NBLT
（Network-Based Language Teaching）の構築が急務であることを示唆している。 
